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社会主義国家における部門連関バランス表について
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社会主義国家における部門連関バランス表について
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社会主義国家における部門連関バランス表にっいて

（貨幣表示）

部門連関バランス表
（部門間産品生産和分配平衡表）
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社会主義国家における部門連関バランス表について
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社会主義国家における部門連関バランス表について
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社会主義国家における部門連関バランス表について

（実物表示）

部門連関バランス表
（部門間産品生産和勇配平衡表）
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社会主義国家における部門連関バランス表について
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